
仙台高等専門学校 開講年度 平成27年度 (2015年度) 授業科目 日本言語文化論
科目基礎情報
科目番号 0027 科目区分 一般 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 総合科学系（広瀬キャンパス一般科目） 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 作家のごちそう帖（大本泉、平凡社新書）
担当教員 伊勢 英明,大本 泉
到達目標
日本語で表現された様々な文化を概観し、それに関心を持つようになることを目標とするが、前期では日本近代の作家や文学の特徴を理解する
とともに、日本の食文化の特徴を発見することを目標とし、後期では『百人一首』の歌を丹念に調べることを通じて日本語の文化の源流に触れ
るとともに、発表する力を養成することを目標とする。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1

日本近代の作家について調べ、そ
の結果を分かりやすく発表するこ
とができる。また、興味の湧いた
作家についてより深く知ろうとい
う意欲を持つ。

日本近代の作家について調べ、そ
の結果をなんとか発表することが
できる。また、興味の湧いた作家
について知ろうという意欲を多少
は持つ。

日本近代の作家について十分な調
べをせず、その結果について分か
りやすい発表をすることができな
い。また、興味の湧いた作家につ
いて知ろうという意欲を持たない
。

評価項目2

『百人一首』の歌について調べ、
その結果を分かりやすく発表する
ことができる。また、興味の湧い
た歌人についてより深く知ろうと
いう意欲を持つ。

『百人一首』の歌について調べ、
その結果をなんとか発表すること
ができる。また、興味の湧いた歌
人について知ろうという意欲を多
少は持つ。

『百人一首』の歌について十分な
調べをせず、その結果について分
かりやすい発表をすることができ
ない。また、興味の湧いた歌人に
ついて知ろうという意欲を持たな
い。

評価項目3
発表した内容について、原稿用紙
を正しく使いながら十分に意を尽
くしたレポートにまとめることが
できる。

発表した内容について、原稿用紙
を使いながらなんとかレポートに
まとめることができる。

発表した内容をレポートにまとめ
ることができない。また、原稿用
紙の使い方をよく理解していない
。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
前期では、日本の作家やそのゆかりの人々の書いた作品をとりあげ、明治から昭和にいたる日本人の食生活を概観し、
そこから窺われる、文学および日本の近代文化の特徴を把握する。
後期では、『百人一首』の歌をグループで調べるという演習を通じて日本的な発想や情緒の原質に触れるとともに、調
べた結果の発表を通じてプレゼンテーション能力を養う。

授業の進め方・方法
前期では、事前に分担して決定した作家・作品の特徴を調べ、その内容をまとめて発表する。討議の時間を設け、その
時間には積極的に自分の考えを発言する。その後、教科書および資料として配布されたプリントの概説を聴く。
後期では、グループごとに割当てられた『百人一首』の歌を、作者・作歌事情・技巧・文法事項・意味・主題などの項
目ごとに事前に調べてまとめておき、授業内に発表し、その後その内容について質疑応答する。

注意点
授業を通じて関心を持った作家や歌人などについては、できるかぎり他の作品にも触れてみる。
また調べるに際しては、できるだけ多くの資料に当たることによって正確な内容の発表をすることを期すとともに、討
議や質疑応答では積極的に発言する。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 オリエンテーション
授業の目的および展開の確認 授業の目的と授業の展開を理解できるようになる。

2週 原稿用紙の使い方・レポートの書き方・プレゼンテー
ションの仕方

原稿用紙の使い方やレポートの書き方、プレゼンテー
ションの仕方について理解できるようになる。

3週 森鴎外について 森鴎外について調べてまとめた結果を発表出来るよう
になる。

4週 夏目漱石について 夏目漱石について調べてまとめた結果を発表出来るよ
うになる。

5週 正岡子規について 正岡子規について調べてまとめた結果を発表出来るよ
うになる。

6週 与謝野晶子について 与謝野晶子について調べてまとめた結果を発表出来る
ようになる。

7週 永井荷風について 永井荷風について調べてまとめた結果を発表出来るよ
うになる。

8週 志賀直哉について 志賀直哉について調べてまとめた結果を発表出来るよ
うになる。

2ndQ

9週 岡本かの子について 岡本かの子について調べてまとめた結果を発表出来る
ようになる。

10週 芥川龍之介について 芥川龍之介について調べてまとめた結果を発表出来る
ようになる。

11週 宮澤賢治について 宮澤賢治について調べてまとめた結果を発表出来るよ
うになる。

12週 太宰治について 太宰治について調べてまとめた結果を発表出来るよう
になる。

13週 三島由紀夫について 夏目漱石について調べてまとめた結果を発表出来るよ
うになる。

14週 向田邦子について 向田邦子について調べてまとめた結果を発表出来るよ
うになる。

15週 まとめ
授業で行ったことを振り返り、日本の近代作家の特徴
や日本の食文化の特徴について概観しまとめることが
できるようになる。



16週 予備

後期

3rdQ

1週 『百人一首』の概要、とくに成立事情について講述す
る。

『百人一首』の成立事情について理解できるようにな
る。

2週 『百人一首』の概要、とくに編者の編集意図について
講述する。

『百人一首』の概要、とくに編者の編集意図について
理解できるようになる。

3週 『百人一首』１番、１１番、２１番の歌を講述し、何
をどのように調べるかを示す。

『百人一首』の担当歌をついて、何をどのように調べ
るかを理解できるようになる。

4週 カルタ会をする。
カルタ会を通じて、遊技としての『百人一首』の面白
さを感じ、『百人一首』についてより関心を持てるよ
うになる。

5週 『百人一首』２番、１２番、２２番の歌について調べ
、３０分程度にまとめて発表する。

『百人一首』２番、１２番、２２番の歌の作者や歌の
意味、主題、技巧などについて調べて理解するととも
に、それを人に伝えられるようになる。

6週 『百人一首』３番、１３番、２３番の歌について調べ
、３０分程度にまとめて発表する。

『百人一首』３番、１３番、２３番の歌の作者や歌の
意味、主題、技巧などについて調べて理解するととも
に、それを人に伝えられるようになる。

7週 『百人一首』４番、１４番、２４番の歌について調べ
、３０分程度にまとめて発表する。

『百人一首』４番、１４番、２４番の歌の作者や歌の
意味、主題、技巧などについて調べて理解するととも
に、それを人に伝えられるようになる。

8週 『百人一首』５番、１５番、２５番の歌について調べ
、３０分程度にまとめて発表する。

『百人一首』５番、１５番、２５番の歌の作者や歌の
意味、主題、技巧などについて調べて理解するととも
に、それを人に伝えられるようになる。

4thQ

9週 『百人一首』６番、１６番、２６番の歌について調べ
、３０分程度にまとめて発表する。

『百人一首』６番、１６番、２６番の歌の作者や歌の
意味、主題、技巧などについて調べて理解するととも
に、それを人に伝えられるようになる。

10週 カルタ会をする。
カルタ会を通じて、遊技としての『百人一首』の面白
さを感じ、『百人一首』についてより関心を持てるよ
うになる。

11週 『百人一首』７番、１７番、２７番の歌について調べ
、３０分程度にまとめて発表する。

『百人一首』７番、１７番、２７番の歌の作者や歌の
意味、主題、技巧などについて調べて理解するととも
に、それを人に伝えられるようになる。

12週 『百人一首』８番、１８番、２８番の歌について調べ
、３０分程度にまとめて発表する。

『百人一首』８番、１８番、２８番の歌の作者や歌の
意味、主題、技巧などについて調べて理解するととも
に、それを人に伝えられるようになる。

13週 『百人一首』９番、１９番、２９番の歌について調べ
、３０分程度にまとめて発表する。

『百人一首』９番、１９番、２９番の歌の作者や歌の
意味、主題、技巧などについて調べて理解するととも
に、それを人に伝えられるようになる。

14週 『百人一首』１０番、２０番、３０番の歌について調
べ、３０分程度にまとめて発表する。

『百人一首』１０番、２０番、３０番の歌の作者や歌
の意味、主題、技巧などについて調べて理解するとと
もに、それを人に伝えられるようになる。

15週 担当した歌についての鑑賞文を４００字程度にまとめ
る。

担当した歌の作者や歌の意味、主題、技巧などについ
てまとめ、さらにそれらを踏まえた鑑賞文を書けるよ
うになる。

16週 予備
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 人文・社会
科学 国語 国語

論理的な文章を読み、論理の構成や展開の把握にもとづいて論旨
を客観的に理解し、要約し、意見を表すことができる。また、論
理的な文章の代表的構成法を理解できる。

3

代表的な文学作品を読み、人物・情景・心情の描写ならびに描写
意図などを理解して味わうとともに、その効果について説明でき
る。

3

文章を客観的に理解し、人間・社会・自然などについて考えを深
め、広げることができる。 3

文学作品について、鑑賞の方法を理解できる。また、代表的な文
学作品について、日本文学史における位置を理解し、作品の意義
について意見を述べることができる。

3

鑑賞にもとづく批評的な文章の執筆や文学的な文章（詩歌、小説
など）の創作をとおして、感受性を培うことができる。 3

読書習慣の形成をとおして感受性を培い、新たな言葉やものの見
方を習得して自らの表現の向上に生かすことができる。 3

現代日本語の運用、語句の意味、常用漢字、熟語の構成、ことわ
ざ、慣用句、同音同訓異義語、単位呼称、対義語と類義語等の基
礎的知識についての理解を深め、その特徴を把握できる。また、
それらの知識を適切に活用して表現できる。

3

代表的な古文・漢文を読み、言葉や表現方法の特徴をふまえて人
物・情景などを理解し、人間・社会・自然などについて考えを深
めたり広げたりすることができる。

3

古文・漢文について、音読・朗読もしくは暗唱することにより、
特有のリズムや韻などを味わうことができる。 3

代表的な古文・漢文について、日本文学史および中国文学史にお
ける位置を理解し、作品の意義について意見を述べることができ
る。また、それらに親しもうとすることができる。

3

教材として取り上げた作品について、用いられている言葉の現代
の言葉とのつながりや、時代背景などに関する古文・漢文の基礎
的知識を習得できる。

3



情報の収集や発想・選択・構成の方法を理解し、論理構成や口頭
によるものを含む表現方法を工夫して、科学技術等に関する自ら
の意見や考えを効果的に伝えることができる。また、信頼性を重
視して情報を分析し、図表等を適切に活用・加工してコミュニケ
ーションに生かすことができる。

3

他者の口頭によるものを含む表現について、客観的に評価すると
ともに建設的に助言し、多角的な理解力、柔軟な発想･思考力の
涵養に努めるとともに、自己の表現の向上に資することができる
。

3

相手の意見を理解して要約し、他者の視点を尊重しつつ、建設的
かつ論理的に自らの考えを構築し、合意形成にむけて口頭による
コミュニケーションをとることができる。また、自らのコミュニ
ケーションスキルを改善する方法を習得できる。

3

社会で使用される言葉を始め広く日本語を習得し、その意味や用
法を理解できる。また、それらを適切に用い、社会的コミュニケ
ーションとして実践できる。

3

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリ

オ レポート 合計

総合評価割合 0 70 0 0 0 30 0 100
基礎的能力 0 30 0 0 0 10 0 40
専門的能力 0 30 0 0 0 10 0 40
分野横断的能
力 0 10 0 0 0 10 0 20


